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Joseph Schnmpeter (l883~ 1950) はおそらくマルクスにも比肩しうる社会科学史上の巨人の 1 人
であるが、その怠大な諸業績のうち、いままで一般によく知られているのは経済発展の理論に関する
部分、あるいはイノベーターの役割を強調した景気循環理論のみであるといっても過言ではなく、シ
ュムベーターの全体系に取組んだ本格的な研究は、わが国はもとより、欧米においてもほとんどくわ
だてられたことがなかった。大野忠男氏の『シュムベータ一体系研究』は、この困難な課題に挑み、
経済学・法学・社会学等の諸領域にわたる同氏の稀有の学識とシュムベーターの並々ならぬ傾倒とに
よって、見事な研究成果を収めたものということができる。論文内容の要旨にも記されているように
シュムベータ一体系にとって経済学はひとつの構成要素にすぎず、それと社会学的ならびに歴史的研
究との総合によって、資本主義社会の動態過程を全体制的に究明することが狙いであった。とくに現代
的な興味が深いのは、シュムベーターの独特な資本主義崩壊論と社会主義の可能性をめぐる分析であ
ろうが、これらの点についても、大野氏の研究はシュムベーターのいっさいの著作を渉猟して徹底的
におこなわれ、われわれの理解を助けることが多大で、ある。経済学にとって当面の重要課題のひとつ
は隣接諸科学とのインターデイシプリナリーな協力をいかに実現するかということであろうが、シュ
ムベーターはこれについての模範的な先例を示してわり、大野氏の研究はその全貌を余すところなく
描き出している。上述のように世界的にもほとんど比類のない学説研究として、この業績は経済学博
士の学位に十分に値するものと認定する。
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